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市民と議会を結ぶ情報誌

    令和７年２月３日 発行

●表紙写真   桝形堤防は徳島堰から旧六科村へ
　水を分ける水門を御勅使川から守る石積の堤防
　で、国の史跡に指定されています。この水門で
　分水された徳島堰の水は六科の将棋頭で守られ
　た水田を潤しました。治水と利水の交差点とも
　呼ばれるこの仕組みは全国でただ一つと言われ
　ています。令和６年３月、史跡整備が完了し一
　般公開が始まりました。洪水と干ばつと向き合
　い、乗り越えてきたこの地域の歴史を今に伝え
　る重要な文化財で、市内だけでなく県外や海外
　からも視察に訪れる方がいます。



南アルプス市議会だより No.87　 02

 

●
正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

-

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
令
和
６
年
11
月
17
日
に

行
わ
れ
、
22
人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
29
日
に
開
催
し
た
第
１
回
臨
時
会

（
初
議
会
）に
お
い
て
、
第
16
代
議
長
に
戸
栗
淳
議
員
、
第
16
代
副
議
長
に
藤
田
亜
由

未
議
員
を
選
出
し
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会
等
の
構
成
も
新
た
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
第
16
代
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
議
長
並
び
に
副
議

長
と
し
て
議
会
運
営
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
、
身
に
余
る
光

栄
と
と
も
に
、
さ
ら
に
気
を
引
き
締
め
て
参
る
決
心
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

二
元
代
表
制
の
も
と
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
る
議
会
は
、
議

事
機
関
と
し
て
行
政
の
運
営
を
「
監
視
・
判
断
・
評
価
」
す

る
責
務
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
責
務
を
遂
行
す
る
た
め

に
も
、
私
ど
も
は
議
長
、
副
議
長
と
し
て
議
会
の
責
任
を
果

た
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
制
定
し
ま
し

た
「
議
会
基
本
条
例
・
政
治
倫
理
条
例
」
に
従
い
、
市
民
の

立
場
に
立
ち
、
議
会
の
見
え
る
化
と
同
時
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
議
員
全
員
が
モ
ラ
ル
を
も
っ
て
政
治
倫
理
に
反

す
る
こ
と
の
な
い
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
更
に
議
会
改
革
に
対
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
市
の
発
展
の
た
め
に
、
ま
た
市
民
の
負
託
に
応

え
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

吉松 大樹
（躍進会）

議会唯一の平成生まれの議
員としてフレッシュに活動
いたします。

秋山 浩志
（未来創政の会）

地域防災力強化による市民
の生命と財産を守る安全、
安心の街づくり。

清水 麻里
（新政南アルプス）

常に市民の皆様に寄り添
い、思いやお声を市政に届
けます。

相川 宗仁
（躍進会）

子どもから高齢者まで安心
して笑顔で暮らせる社会へ
全力傾注！

河阪 悠
（日本共産党南アルプス市議団）

  生活応援、子育て応援をメイ
  ンに値上げには厳しい態度で
  臨みます。

保坂 広人
（躍進会）

政治信念は、つみ重ね、積
み重ねても、また積み重ね。

飯久保 貴
（躍進会）

素敵な南アルプス市をしっ
かりと次世代へむすぶまち
づくりの実践。

保坂 健
（新政南アルプス）

地域の声を行政に届けます。

第
７
期   

南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
が

  
　
　  
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

藤
田 

亜
由
未

（
新
政
南
ア
ル
プ
ス
）

戸
栗 

淳

（
躍
進
会
）

第
16
代
副
議
長

第
16
代
議
長
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村松 三千雄
（新政南アルプス）

市民目線で民意と歩み、市
民に優しいまちづくりに努
めます。

齊藤 博明
（公明党）

小さな声を聴くちからに、
更に磨きをかけて参ります。

矢﨑 俊秀
（未来創政の会）

人口減少や産業の空洞化に
対応したあらたな都市の実
現を目指す。

河野 木綿子
（公明党）

1人の声を大切に､政策実現
で市の発展に貢献します。

小池 伸吾
（公明党）

安心・安全なまちづくり。

名取 常雄
（かがやき 21）

市民目線で、議員活動・議
会活動を即戦力で行います。

飯野 久
（新政南アルプス）

南アルプス市を豊かで楽し
い元気なまちにしたいと思
います。

小林 敏徳
（かがやき 21）

いつも市民目線で、市民の
ために頑張ってまいります。

三枝 守和
（躍進会）

走り出した未来　新しい南
アルプス市を描こう。

松野 昇平
（日本共産党南アルプス市議団）

  大型開発をしっかりチェック。  
  「暮らし応援」をしっかり前進。

三木 充
（新政南アルプス）

地域経済の底上げと生活道
路の渋滞解消を目指して。

花輪 幸長
（新政南アルプス）

市民目線の市政実現を目指
します。

各議員の紹介 凡例：氏名（会派）、抱負
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議案や請願などを専門的に審査するための３つの常任委員会と、議会を円滑に進めていくために運営方法
について協議する議会運営委員会などの委員会構成が決まりました。
（◎：委員長　〇：副委員長）

委員会の構成

村松 三千雄、飯野 久、秋山 浩志、
名取 常雄、 ◎三枝 守和、 ○藤田亜由未、河野木綿子

総務常任委員会

三枝 守和、矢﨑 俊秀、松野 昇平、保坂 広人、
名取 常雄、 ◎小池 伸吾、 ○三木 充、飯野 久

議会運営委員会

相川 宗仁、花輪 幸長、吉松 大樹、
小林 敏徳、 ◎保坂 健、○松野 昇平、小池 伸吾

産業土木常任委員会

河阪 悠、飯久保 貴、清水 麻里、
齊藤 博明、 ◎三木 充、 ○保坂 広人、矢﨑 俊秀

厚生文教常任委員会

  広報広聴委員会    議長を除く21名（◎藤田 亜由未、○飯野 久）
　市民に見える議会を実現させ、市民の声を市政に反映させるために活動を行います。
　広報部会と広聴部会を設け、広報部会は、議会に関する情報を市民の皆様に分かりやすく伝えるための活動を行い、　
　広聴部会は、市民の皆さまの声を広く聴く活動を行います。

このほかに、緊急を要する案件や重要度の高い議題について、必要に応じて特別委員会を設置する場合があります。

市民部、保健福祉部、教育委員会に関する事務（市民
活動、環境、福祉、子育て、医療、学校教育、生涯学習、
文化財など）の審査・調査を行います。

産業観光部、建設部、公営企業、農業委員会に関する
事務（農林業、観光、道路、河川、公園、水道、下水道など）
の審査・調査を行います。

議会の運営に関すること、議員提出議案に関すること、
議長の諮問に関することなどの協議を行います。

総務部、総合政策部、会計課、消防本部に関する事務
（総務、政策、行財政、税、防災、消防など）、および
他の常任委員会の所管に属さない事項の審査・調査を
行います。
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第７期南アルプス市議会が発足し、６つの会派が結成されました。
各議員の政策などを効果的に市政に反映させるために、同じ政策や主義主張を持つ議員が集まって「会派」
を結成して活動しています。（◎：代表）

南アルプス市議会  各会派の紹介

新政南アルプス

藤田 亜由未、保坂 健、清水 麻里
花輪 幸長、◎飯野 久、村松 三千雄、三木 充

躍進会

飯久保 貴、相川 宗仁、 吉松 大樹
戸栗 淳、◎三枝 守和、保坂 広人

公明党

河野 木綿子､ ◎小池 伸吾、齊藤 博明

かがやき 21

◎名取 常雄、小林 敏徳

未来創政の会

◎矢﨑 俊秀、秋山 浩志

日本共産党南アルプス市議団

◎松野 昇平、河阪 悠

展望：『住んでみたい・住み続けたい・住んで良かった』
を基本理念に市民の立場で行動し、議員各々の得意分野
を活かし研鑽を重ね議員力を高め、監視・チェック・提
言を行い、市民に優しいまちづくりに努めて参ります。

展望：中山間地における農業被害や遊休農地の減少対策
として、オリーブ栽培の普及を奨励すべく取り組みを
行っていきます。市民の声に耳を傾け、執行部に対し是々
非々で臨みます。

展望：公明党の『大衆とともに語り､大衆とともに戦い､
大衆の中で死んでいく』の立党精神を胸に､これからも
小さな声を聴く力を発揮し現場の声を生かした政策実現
や政策課題の解決に取り組んでまいります。

展望：市民の声を聴き、人が生まれてから亡くなるまで
の一生涯を安全で安心して生活できる、南アルプス市を
目指し会派活動を行ってまいります。また、議員定数削
減についても取り組みます。

展望：肥大化した都市機能や、多種多様化にある都市政
策を人口減少社会に対応させるための政策転換を図り、
行政への DX の導入でコンパクトシティを目指すととも
に、あらゆる災害から市民の命と暮らしを何としても守
る福祉日本一の都市整備を目指します。

展望：長引く物価高騰の下、「新自由主義」や「自己責任論」
を乗り越えて、「市民の命と暮らしを守る」政治が求め
られています。市政を厳しくチェックし、新しい視点で
政策を提言していきます。
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臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

  補
正
予
算

「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
執
行
事
業
」

・
衆
議
院
解
散
に
伴
う
第
50
回
衆
議
院
議
員
総

　
選
挙
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る

監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正

・
議
員
の
う
ち
か
ら
監
査
委
員
を
選
任
し
な
い

　
こ
と
と
す
る

※
令
和
６
年
９
月
12
日
に
、
監
査
委
員
と
議
会

　
の
監
視
機
能
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
た

　
め
に
、
議
会
か
ら
市
監
査
委
員
を
選
出
し
な

　
い
旨
の
申
し
入
れ
を
市
長
へ
行
い
ま
し
た
。

　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
の
初
議
会
と
な
る
令
和
６
年

第
１
回
臨
時
会が
11
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
議
会
を
代
表
す
る
正
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、
議
長
に
戸
栗
淳
議
員
が

就
任
し
、副
議
長
に
は
、指
名
推
選
の
方
法
に
よ
り
、藤
田

亜
由
未
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
委

員
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
は
、
専
決
処
分
の
承
認
案
１
件
お
よ
び

条
例
案
１
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
承
認
お
よ
び
可
決
し
ま
し
た
。

第1回臨時会（初議会）の概要 11月29日開催

第4回定例会で決まった注目案件（補正予算）
2448 万円

・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、 

　 

ｆ
ｕ
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
南
ア
ル
プ
ス
内
の
調
整
池
を
増
設

　
す
る

調
整
池
を
増
設

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備
事
業

991 万円

・
道
水
路
の
修
繕
に
関
す
る
自
治
会
か
ら
の
要
望
等

　
に
対
応
す
る
た
め
、
除
草
お
よ
び
防
草
対
策
の
た

　
め
に
予
算
を
補
正
す
る

道
水
路
の
修
繕
お
よ
び

除
草
・
防
草
対
策

道
水
路
の
維
持
管
理
事
業

1144 万円

桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
活
動
支
援
事
業

・第
23
回
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
が
例
年
の

　
４
月
か
ら
早
い
日
程
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

　
い
、
補
助
金
を
交
付
す
る

・
令
和
７
年
は
、
３
月
30
日
に
実
施

桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会

実
行
委
員
会
へ
の
補
助
金

 

代
表
・
一
般
質
問

  ※
10
〜
19 
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
12
月
18
、
19
日
に
新
人
５

名
を
含
む
15
名
の
議
員
が
代
表
・
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
10
日
か
ら
25
日
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
、
条
例
案
９
件
、
補
正
予
算
案
11
件
、

総
合
計
画
策
定
案
１
件
、
指
定
管
理
者
に
関
す
る
案
12
件
、

ほ
か
４
件
、
合
わ
せ
て
37
案
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
７
ペ
ー
ジ
参
照

　
一
般
会
計
補
正
予
算
額
は
、
補
正
額
を
17
億
１
４
２
１

万
８
千
円
と
し
、
予
算
総
額
を
３
８
９
億
１
９
７
３
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
下
段
参
照

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
に
関
す
る
請
願
が
あ
り
、
こ
れ
を
採
択
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
19
ペ
ー
ジ
参
照

補
正
予
算

17
億
１
千
万
円
を
可
決

第4回定例会（12月）の概要 12月10日～12月25日開催

一般会計
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令和６年第1回臨時会  第4回定例会  審議した議案とその結果

上程議案 戸栗淳議長は議事進行のため賛否表明は
しません。

〇：賛成

×：反対

結
　
果

吉
松
　
大
樹

清
水
　
麻
里

河
阪

　
悠

飯
久
保
　
貴

秋
山
　
浩
志

相
川
　
宗
仁

保
坂
　
広
人

藤
田
亜
由
未

保
坂
　
健

三
枝
　
守
和

松
野
　
昇
平

三
木
　
充

花
輪
　
幸
長

村
松
三
千
雄

矢
﨑
　
俊
秀

小
池
　
伸
吾

飯
野
　
久

齊
藤
　
博
明

河
野
木
綿
子

名
取
　
常
雄

小
林
　
敏
徳

承認 5 一般会計補正予算（第３号）の専決処分 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 92 監査委員条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 93 行政組織条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 94 地域公共交通会議条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 95 ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 96 健康福祉センター条例等の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 97 山梨県北岳山荘の管理に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 120 職員給与条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 121 市長等の給与等に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 122 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 123 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 98 一般会計補正予算（第５号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 99 後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 100 介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 101 居宅介護予防支援事業特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 102 土地取得造成事業特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 124 一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 125 国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 126 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 127 介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 128 居宅介護予防支援事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 129 下水道事業会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 103 第３次南アルプス市総合計画の策定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 106 櫛形健康センターの指定管理者の指定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 107 八田農畜産物処理加工施設の指定管理者の指定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 108 アヤメの里活性化施設・ほたるみ館の指定管理者の指定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 109 南アルプスクラインガルテンの指定管理者の指定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 110 天恵泉白根桃源天笑閣及び白根やすらぎ館の指定管理者の指定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 111
森林総合利用休養棟及び芦安農産物特産物直売加工施設の
指定管理者の指定

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 112 山梨県北岳山荘の指定管理者の指定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 113 高度農業情報センターの指定管理者の指定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 114 若草生涯学習センターの指定管理者の指定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 115 桃源文化会館の指定管理者の指定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 116 大明保育所の指定管理者の指定期間変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 117 総合交流ターミナルの指定管理者の指定期間変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 104
山梨県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更に伴う
山梨県市町村総合事務組合規約の一部変更

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 105
山梨県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更に伴う
財産処分

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 118 市道路線の認定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 119 市道路線の変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願６-２
「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、
長時間労働是正を求める意見書採択の請願

採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南ア議 7
「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、
長時間労働是正を求める意見書

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 その他

 議員提出議案

 第１回臨時会

 条例の一部改正

 令和６年度補正予案

 指定管理者の指定

 第４回定例会

 総合計画策定

 指定管理者の指定期間変更
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賃
の
値
上
げ
を
協
議
す
る
際
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
協
議
内
容
を
広
く
周
知
し
て
協
議
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
る
。

●
大
明
保
育
所
の
指
定
管
理
者
の

　
指
定
期
間
変
更

　
　
　
指
定
期
間
が
１
年
間
延
長
と
な
る

　
　
　
が
「
民
営
化
」
が
大
前
提
の
よ
う
に

感
じ
る
。「
民
営
化
」
に
は
地
域
に
お
け
る

合
意
形
成
が
必
須
と
考
え
る
が
、
１
年
間
で

合
意
形
成
が
図
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

図
れ
な
か
っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
な
対
応
と

な
る
か
。

　
　
　
市
の
方
針
と
し
て
、
し
っ
か
り
地
域
住

　
　
　
民
に
対
し
て
方
向
性
を
示
す
中
で
協

議
し
、
最
終
的
な
判
断
を
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

 

産
業
土
木
常
任
委
員
会

●
山
梨
県
北
岳
山
荘
の
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

　
　
　
に
至
っ
た
経
緯
と
理
由
は
。

　
　
　
北
岳
山
荘
は
専
門
の
正
規
職
員
を
配

　
　
　
置
し
、
直
営
で
令
和
２
年
ま
で
運
営

を
行
っ
て
き
た
が
、
専
門
性
の
高
い
職
務
の
た

め
、
後
任
者
の
育
成
が
難
し
く
、
コ
ロ
ナ
禍
を

契
機
に
業
務
委
託
に
変
更
し
た
経
緯
が
あ
る
。

今
回
、
民
間
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
任
せ
て
運
営

が
で
き
る
実
績
が
確
認
で
き
た
の
で
、
指
定

管
理
者
と
し
て
公
募
を
す
る
こ
と
に
至
っ
た
。

と
で
、
甲
西
支
所
に
あ
る
教
育
委
員
会
と

は
物
理
的
に
さ
ら
に
離
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
を
と
り
、
政
策
の

実
現
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
な
ど
し
、

　
　
　
部
局
間
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。
総

務
部
と
連
携
し
庁
内
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
図
る
中

で
、
そ
の
体
制
を
整
え
て
い
く
。
ま
た
、
総

合
調
整
と
い
う
立
場
で
政
策
推
進
課
も
し
っ

か
り
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
農
業
支
援
や
商
工
業
の
開
発
な
ど
を

　
　
　
行
う
際
の
関
係
法
令
等
と
の
整
合
性

や
芦
安
地
域
な
ど
の
災
害
対
策
お
よ
び
災
害

に
対
す
る
土
地
利
用
の
計
画
に
つ
い
て
明
記

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
総
合
計
画
で
は
、
土
地
利
用
の
あ
り

　
　
　
方
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
考
え
方
を
示

し
て
お
り
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
な
ど
の
総
合
計
画
に

基
づ
き
策
定
す
る
各
種
計
画
に
よ
り
進
め
て
い

く
旨
を
記
載
し
て
い
る
。

  

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　●
地
域
公
共
交
通
会
議
条
例
の

　
一
部
改
正

　
　
　
こ
の
度
の
協
議
会
の
設
置
は
運
賃
の

　
　
　
値
上
げ
準
備
に
繋
が
る
可
能
性
は
あ

る
か
。

　
　
　
運
賃
の
値
上
げ
を
実
施
す
る
た
め
の

　
　
　
協
議
会
の
設
置
で
は
な
い
。
仮
に
運

   

総
務
常
任
委
員
会

●
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　「
こ
ど
も
応
援
部
」
と
い
う
名
称
は 

　
　
　
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
付
け
た
の
か
。

　
　
　
主
に
保
健
福
祉
部
で
検
討
し
た
。
平

　
　
　
仮
名
表
記
の
「
こ
ど
も
」
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
通
知
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
仮
名
の「
こ
ど
も
」表
記
を
中
心
に
検
討
し
、

本
市
に
お
い
て
は
、「
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援

都
市
」
を
宣
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
全

員
で
応
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
想
い
を
込
め
、

「
こ
ど
も
応
援
部
」
と
し
た
。

●
第
３
次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画

　
の
策
定

　
　
　
政
策
３
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
、
夢
や

　
　
　
希
望
が
描
け
る
ま
ち
」
の
実
現
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
組
織
の
見
直
し
に
よ
り
、

こ
ど
も
応
援
部
を
白
根
支
所
に
設
置
す
る
こ

　 QA

A

Q

 12
月
議
会

 
各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、

条
例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

Q

A

QA
 

審
査
結
果

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
請
願
は
異
議
な
く
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

Q

A
  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

●
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
変
更

　
　
　
指
定
管
理
の
期
間
が
１
年
延
び
る

　
　
　
理
由
は
何
か
。

　
　
　
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
指
定
管
理

　
　
　
者
の
公
募
を
７
月
、
８
月
に
行
っ
た
が

応
募
者
が
い
な
か
っ
た
。
応
募
者
ゼ
ロ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
現
在
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
南

ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
と
協
議
を
重
ね
、
商
工

会
に
指
定
期
間
を
１
年
間
延
長
し
て
も
ら
う

こ
と
と
し
た
。
そ
の
間
に
今
後
の
施
設
の
活
用

及
び
管
理
方
法
の
方
向
性
の
検
討
を
行
う
。

QA

QA

指定管理者の指定期間が変更となる
総合交流ターミナル
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を
行
う
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
増
設
す
る
調

整
池
は
、
既
存
の
調
整
池
と
同
様
に
市
の
所

有
地
に
２
基
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
維
持
管
理
事
業

　
　
　

座
卓
の
購
入
と
若
草
南
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　

の
狭
隘
問
題
の
関
係
は
。

　
　
　
若
草
南
児
童
ク
ラ
ブ
と
同
敷
地
内
に

　
　
　
あ
る
若
草
な
か
よ
し
児
童
館
に
座
卓

を
設
置
し
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
使
用
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。

●
長
衛
小
屋
改
修
事
業

　
　
　

長
衛
小
屋
ト
イ
レ
の
改
修
に
伴
う
落

　
　
　

石
防
止
擁
壁
工
事
が
入
札
不
調
に

な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
工
事
内
容
等
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
工
事
期
間
等
の
制
約
が
あ
る
山
岳
地

　
　
　
帯
で
の
工
事
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

改
め
て
、
事
業
ス
キ
ー
ム
を
見
直
し
、
次
年

度
に
こ
の
事
業
が
実
行
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

●
地
域
も
の
づ
く
り
企
業
成
長
投
資

　

支
援
事
業

　
　
　

助
成
の
条
件
で
あ
る
取
得
す
る
機
器

　
　
　

設
備
の
金
額
を
下
げ
る
こ
と
で
、
き

め
細
や
か
な
支
援
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、
議
論
し
た

　
　
　
こ
と
が
あ
り
、一番
需
要
の
多
い
金
額

を
設
定
し
て
い
る
。
今
後
、
審
査
委
員
会
等

へ
諮
り
、
検
討
し
て
い
く
。

●
道
水
路
の
維
持
管
理
事
業

　
　
　

市
道
に
限
ら
ず
県
道
も
そ
う
で
あ
る

　
　
　

が
、
道
路
の
舗
装
や
白
線
等
の
劣
化

が
非
常
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
予
算

で
足
り
る
か
。

　
　
　
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
な
か
っ
た
箇

　
　
　
所
で
あ
り
、
自
治
会
か
ら
の
要
望
や

日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
中
か
ら
、
非
常
に
危
険

性
が
あ
る
箇
所
や
劣
化
の
激
し
い
箇
所
を
修

繕
す
る
た
め
の
予
算
計
上
で
あ
る
。
年
々
、

劣
化
状
況
も
激
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
長

寿
命
化
の
観
点
か
ら
も
で
き
る
限
り
多
く
予

算
確
保
を
図
って
い
き
た
い
。

●
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
費

　
　
　

南
部
が
現
在
の
場
所
か
ら
一
時
移
転

　
　
　

す
る
こ
と
に
伴
い
、
生
徒
達
の
過
ご

す
環
境
や
教
育
の
質
が
低
下
し
な
い
か
。

　
　
　
現
在
の
場
所
と
比
べ
る
と
ス
ペ
ー
ス
は

　
　
　
狭
く
な
る
が
、
複
数
の
部
屋
が
あ
る

た
め
、小
学
生
、中
学
生
別
に
指
導
が
で
き
る
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
く
つ
ろ
ぐ
ス
ペ
ー
ス
や

野
外
で
運
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
活
動
が
行
え
る
と
考
え

て
い
る
。

思
う
が
、
そ
の
確
認
は
し
て
あ
る
か
。

　
　
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
い
、

　
　
　
藤
田
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
あ
る
１
基
を

同
公
園
内
の
支
障
の
な
い
場
所
へ
移
設
す
る

も
の
だ
が
、
音
響
エ
リ
ア
を
確
認
し
調
整
し

た
上
で
、
設
置
を
行
う
。

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点

　

整
備
事
業（
拠
点
周
辺
市
道
等
整
備
）

　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
に
お

　
　
　

け
る
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
対
応
す
る

た
め
に
調
整
池
を
増
設
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

公
費
負
担
と
す
る
根
拠
は
。

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
は
、
　

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
市
が
開
発
者
で
あ
る
た

め
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
雨
水
排
水
の
処
理

　

   

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
） 

●
情
報
系
シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
事
業

　
　
　
「
こ
ど
も
応
援
部
」を
健
康
福
祉
セ
ン

　
　
　

タ
ー
に
新
設
す
る
こ
と
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
分
庁
的
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
窓
口

対
応
の
た
め
の
会
議
用
Ｐ
Ｃ
と
書
画
カ
メ
ラ

等
の
周
辺
機
器
を
導
入
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
部
局
間
の

連
携
が
図
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
部
局
間
の
連
携
を
図
る
た
め
に
必
要

　
　
　
な
機
器
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
に
機

器
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
増
設
の
検
討

を
し
て
い
く
。

●
防
災
行
政
無
線
設
備
整
備
事
業

　
　
　

防
災
行
政
無
線
を
移
設
す
る
と
聞

　
　
　

き
取
れ
る
範
囲
が
変
わ
っ
て
く
る
と

QA

A Q

 

　
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
12
月

20
日
に
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
議
長
を
除

く
全
議
員
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
委
員
長

に
飯
野
久
議
員
、
副
委
員
長
に
藤
田
亜
由

未
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

A

Q

 

審
査
結
果

　

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

 
予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

A

QA

Q

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

A QA Q

A Q

委員派遣により、fumotto南アルプス内の調整池を視察
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市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

で
、
山
梨
県
と
情
報
共
有
を
密
に
し
、
盛

土
規
制
法
、
山
梨
県
条
例
に
基
づ
く
適
切

な
対
応
を
山
梨
県
に
強
く
要
請
し
て
い
く
。

●
主
な
再
質
問
の
内
容

 

・
残
土
処
分
計
画
量

 

・
盛
土
規
制
法
に
於
け
る
安
全
基
準
と
監
督

　
責
任

 

・
昭
和
57
年
の
台
風
10
号
の
芦
安
地
区
で
の

　
状
況
認
識

 

・
水
道
法
に
於
け
る
水
質
基
準

新政南アルプス

飯野 久 議員

県
に
対
し
、
盛
土
に
対
す
る
詳
細
な
調
査

と
上
水
道
水
の
適
切
な
確
保
に
向
け
て
、

十
分
な
協
議
と
検
討
及
び
対
策
を
講
じ
る
よ

う
要
請
し
て
い
く
。

　
　
　

様
々
な
重
金
属
成
分
が
こ
れ
ら
土
壌

　
　
　

に
含
有
さ
れ
て
い
る
と
推
察
で
き

る
。
降
雨
に
よ
る
盛
土
か
ら
の
成
分
の
流
亡

を
安
全
な
上
水
道
水
確
保
上
の
課
題
と
捉
え

て
い
る
か
。

　
　
　
芦
安
早
川
連
絡
道
路
の
発
生
土
か

　
　
　
ら
重
金
属
等
の
特
定
有
害
物
質
が

検
出
さ
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の

上
水
道
の
安
心
安
全

　
　
　

水
道
法
に
基
づ
く
業
務
遂
行
に
つ

　
　
　

い
て
、
理
念
及
び
自
治
体
に
お
け

る
責
務
等
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
。

　
　
　
水
道
法
の
目
的
は
、
安
心
安
全
な
水

　
　
　
を
豊
富
に
低
価
格
で
供
給
す
る
た

め
、
水
道
施
設
の
整
備
及
び
適
正
管
理
な
ど

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
水
道
業
務
の
責
務
は
、
水
源
等
を
清
潔
に

保
持
し
、
適
正
か
つ
合
理
的
に
使
用
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
を
適
正
か
つ
能
率
的
に

運
営
す
る
と
と
も
に
、
基
盤
強
化
に
努
め
る

こ
と
も
重
要
な
責
務
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
法
律
等
で
定
め
る
目
的
や
理

念
を
実
現
し
、
責
務
を
果
た
す
た
め
、
平
成

20
年
度
に
「
あ
ー
お
い
し
い
南
ア
ル
プ
ス
市

の
水
道
水
」
を
基
本
理
念
と
す
る
南
ア
ル
プ

ス
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。

　
　
　

御
勅
使
川
上
水
道
駒
場
取
水
口
上

　
　
　

流
部
夜
叉
神
ト
ン
ネ
ル
付
近
及
び

芦
安
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
Ｎ
ｏ
２
に
盛
土
方

式
で
駐
車
場
用
地
と
す
る
計
画
で
、
降
雨

に
よ
る
土
砂
崩
落
の
懸
念
が
あ
る
。
安
定

し
た
上
水
道
水
確
保
上
の
課
題
と
と
ら
え

て
い
る
か
。

　
　
　
熱
海
市
の
よ
う
な
盛
土
の
流
出
は
、

 

　
　
　
甚
大
な
災
害
に
つ
な
が
り
、
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
山
梨

QA

A Q

芦安早川連絡道路の残土処分方法は
上水道確保の観点から安心安全か

▲

事業主体が山梨県であるため、県と十分協議する。

QA

芦安キャンプサイト No.2

討議の焦点

夜叉神峠登山口付近
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「
旧
八
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
福
祉
館
」
に
お
い

て
運
営
す
る
通
所
介
護
事
業
所
で
あ
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
末
ま

で
の
10
年
間
、
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て

い
る
。
今
年
度
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

経
営
改
善
の
取
り
組
み
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ゆ
う
か
り
の
事
業
終
了
が
判
断
さ
れ
、

令
和
７
年
３
月
を
も
っ
て
契
約
終
了
と
な

る
予
定
で
あ
る
。
今
後
、
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
「
南
ア
ル
プ
ス
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
貸
与
、
売

却
等
の
基
本
方
針
に
照
ら
し
、
市
民
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
中
で
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
は
、

　
　
　
令
和
３
年
11
月
に
国
の
登

録
博
物
館
と
な
り
、
国
の
重
要
文

化
財
で
あ
る
「
子
宝
の
女
神
ラ

ヴ
ィ
」
や
「
ピ
ー
ス
」
の
展
示
な

ど
を
中
心
に
見
学
者
を
集
め
て
い

る
。
令
和
７
年
４
月
の
コ
ス
ト
コ

オ
ー
プ
ン
な
ど
を
踏
ま
え
、今
後
、

よ
り
多
く
の
人
が
、
ふ
る
さ
と
文

化
伝
承
館
を
訪
れ
る
よ
う
、
広
く

周
知
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
。
市
の
見
解
は
。

　　
　

ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
は
、

　　

　
　
平
成
21
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
、
令
和
３
年
に

国
の
登
録
博
物
館
と
な
り
、
市

民
共
有
の
財
産
で
あ
る
文
化
財

涌
暇
李
の
里

　
　
　

樹
園
は
、
昭
和
61
年
、
山
梨
国
体

　
　
　

ラ
ク
ビ
ー
競
技
の
宿
泊
施
設
と
し

て
開
園
し
、
そ
れ
以
来
、
地
域
の
温
泉
施

設
と
し
て
活
況
を
呈
し
た
。
し
か
し
、近
年
、

老
朽
化
が
進
み
、
湯
量
の
減
少
も
著
し
く
、

危
惧
し
て
い
る
。
今
後
の
樹
園
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ

て
い
る
か
。

　
　
　

農
業
体
験
実
習
館
「
樹
園
」
は
、
宿 

　
　
　
泊
温
泉
施
設
と
し
て
昭
和
61
年
４
月

の
開
業
以
来
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
温

泉
施
設
は
そ
の
性
質
上
、
経
年
劣
化
の
進
行

が
早
く
、
近
年
は
施
設
や
設
備
の
修
繕
箇
所

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
湯
量
の

減
少
に
つ
い
て
も
、
過
去
に
配
管
設
備
へ
の

温
泉
成
分
の
固
着
に
よ
り
一
時
的
に
吐
出
量

が
減
少
し
た
こ
と
が
あ
り
、
設
備
の
更
新
に

よ
り
改
善
さ
れ
た
経
過
が
あ
る
。
そ
の
後
、

一
定
の
期
間
が
経
ち
、
浴
槽
へ
の
吐
出
量
が

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
減
少
傾
向
に
あ
る
。
今
後

も
吐
出
量
の
推
移
を
確
認
し
、
配
管
設
備
等

の
改
修
を
講
じ
て
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

に
徹
す
る
。

　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ゆ
う
か
り
は
、
令

　
　
　
和
７
年
３
月
に
は
閉
鎖
さ
れ
る
が
、

シ
ニ
ア
世
代
の
憩
い
の
場
の
利
用
方
法
は
。

　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ゆ
う
か
り
は
、
南

　
　
　
ア
ル
プ
ス
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

QAQ

の
収
集
、
保
管
、
調
査
、
研
究
、
展
示
・

公
開
を
担
う
、
市
の
歴
史
文
化
の
発
信
拠

点
と
し
て
「
歴
史
・
文
化
を
守
り
活
か
し

つ
つ
、
と
も
に
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
豊
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
。

　

歴
史
文
化
の
魅
力
を
発
信
す
る
拠
点
と

し
て
展
示
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

現
在
、
f
u
m
o
t
t
o
南
ア
ル
プ
ス
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
の
案
内
所
」
と
の

連
携
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
新
た
な
誘

客
に
も
努
め
る
。

A

農業体験実習館「樹園」の老朽化、
湯量の減少等、今後の利用方針は

▲

南アルプス市公共施設再配置アクションプランにおいて
　「指定管理期間中に民間への譲渡を検討」と位置付け、
　課題の整理等に取り組む。

ふるさと文化伝承館は観光拠点にならないか

▲

市民のふるさとに対する意識の醸成や観光的側面からも重要
　であり、　本市の歴史文化の魅力を発信し、充実を図る。

代表質問代表質問代表質問

QA

市の歴史文化の発信拠点である、ふるさと文化伝承館

討議の焦点

躍進会

三枝 守和 議員
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上
の
指
標
」
へ
と
位
置
付
け
を
変
更
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
避
難
所
の
質
の
向

上
を
目
的
に
本
年
度
か
ら
５
か
年
計
画
で

ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
、
１
４
４
８
基
を
整

備
し
、
全
て
の
指
定
避
難
所
で
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
空
間
を
確
保
し
た
避
難
生
活
が
可
能

と
な
る
よ
う
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、
全
て
の

指
定
避
難
所
で
男
性
用
、
女
性
用
、
障
が

い
者
用
を
専
用
で
の
確
保
を
可
能
と
す
る

た
め
、
本
年
度
仮
設
ト
イ
レ
28
基
と
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
46
基
を
整
備
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
国
際
基
準
が
避
難
所
運
営
の

指
標
と
な
る
の
で
、
内
容
を
改
め
て
精
査

し
、
備
蓄
品
な
ど
を
含
め
た
避
難
所
整
備

に
努
め
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導

　
　
　
入
の
提
案
を
し
て
き
た
。
ト
イ
レ

ト
ラ
ッ
ク
も
候
補
と
し
て
提
案
す
る
が
、

市
の
考
え
は
。

　
　
　

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
先
の
能
登

　
　
　
地
震
を
始
め
、
過
去
の
災
害
現
場

に
お
い
て
も
大
変
有
効
で
あ
り
、
本
市
と

し
て
も
研
究
を
続
け
て
い
る
が
、
牽
引
用

の
車
両
や
免
許
が
必
要
で
あ
る
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
は
自
走
式
で
あ
る
の

に
加
え
、
一
部
普
通
免
許
で
運
転
可
能
な

こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
と
比
較

し
、
優
位
性
は
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
派
遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

防
災
・
減
災
の
さ
ら
な
る
強
化

　
　
　
避
難
所
の
環
境
改
善
策
と
し
て
、　

　
　
　「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
の
導
入
を
求
め

る
が
市
の
考
え
は
。

　
　
　
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」は「
人
道
憲
章
と

　
　
　
人
道
支
援
に
お
け
る
最
低
基
準
」
と

し
て
国
際
赤
十
字
な
ど
が
「
給
水
、
衛
生
お

よ
び
衛
生
促
進
」「
食
料
安
全
保
障
お
よ
び
栄

養
」「
避
難
所
お
よ
び
避
難
先
の
居
住
地
」「
保

健
医
療
」
の
４
分
野
に
わ
た
り
、
最
低
限
の

基
準
や
そ
の
目
的
、
効
果
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
国
際
基
準
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

内
閣
府
は
「
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
見
直
し
、
国
際
基
準
を
こ
れ
ま
で

の
「
参
考
扱
い
」
か
ら
「
避
難
所
の
質
向

ク
「
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
」
に
よ
る
と
現

在
導
入
を
検
討
し
て
い
る
12
の
自
治
体
全

て
が
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
で
は
な
く
、
ト

イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
を
選
択
し
て
お
り
、
全
国

的
に
も
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。

　

災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保
・
管
理
計
画
へ

の
位
置
づ
け
と
あ
わ
せ
、
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ

ク
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

物
価
高
騰
対
策

　
　
　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
生
活
を
守

　
　
　
る
、
と
の
観
点
か
ら
、
最
も
公
平

で
効
果
的
な
施
策
と
し
て
、
元
気
券
の
配

布
を
求
め
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　
　
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
悪
化
し
た

地
域
経
済
の
下
支
え
と
、
長
期
化
す
る
物

価
高
騰
へ
の
家
計
支
援
の
観
点
か
ら
、
令

和
２
年
度
よ
り
４
回
に
渡
り
、
市
民
の
皆

様
に
元
気
券
を
配
布
し
て
き
た
。
ま
た
、

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
が
特

に
大
き
か
っ
た
福
祉
、
医
療
、
保
育
事
業

所
や
貨
物
運
送
事
業
者
に
対
し
助
成
金
の

交
付
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
重
点
支
援
地

方
交
付
金
の
本
市
へ
の
交
付
限
度
額
を
踏

ま
え
つ
つ
、
元
気
券
の
配
布
も
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
、
総
合
的
に
検
討
す
る
中
で

物
価
高
騰
対
策
を
進
め
て
い
く
。

Q

避難所の環境改善策として、
「スフィア基準」の導入を求めるが
市の考えは

▲

国際基準が避難所運営の指標となるので、内容を
　改めて精査し、備蓄品などを含めた避難所整備に
　努める。

A

QA

QA

●スフィア基準

1990 年代にアフリカの難民キャンプで多くの人が亡く
なったことを受け、紛争や災害を想定してつくられたも
ので、被災者には尊厳ある生活を営む権利、支援を受
ける権利がある。また、苦痛を軽減するため実行可能
な手段が尽くされなくてはならないとの基本理念の下、
１人当たりのスペースは最低３．5平方メートル、水の確
保は１日１人当たり15リットル（飲料水と生活用水併せ
て）、トイレは20人に１つ以上で、男女比は１対３などと
示されている。

市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

討議の焦点

公明党

小池 伸吾 議員
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代表質問代表質問代表質問

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
、
若
年
層
の
定
着
及

び
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、
本
市
独

自
の
事
業
で
あ
る
「
南
ア
ル
プ
ス
市
奨
学
金

返
還
支
援
事
業
補
助
金
」
を
実
施
し
、
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
「
南
ア
ル
プ
ス
市
奨
学
金
」
の
こ
こ

　
　
　

２
年
間
に
お
け
る
高
校
生
の
利
用

実
績
は
２
名
の
み
で
あ
る
。
岡
山
市
で
は
、

令
和
５
年
に
貸
与
型
奨
学
金
を
廃
止
し
、

給
付
型
奨
学
金
に
完
全
移
行
し
た
。
所
得

制
限
は
あ
る
が
、
年
額
６
万
円
を
支
給
し

て
お
り
、
事
業
開
始
年
度
か
ら
受
給
率
が

10
％
上
昇
し
学
業
は
も
と
よ
り
、
部
活
動

な
ど
の
継
続
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
先
進
事
例
を
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
調
査
、
研
究
を
し
て
い
く
。

  

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
（
エ
ア
コ
ン
）

  

整
備

　
　
　

近
年
の
猛
暑
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

　
　
　

と
し
て
、
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

（
エ
ア
コ
ン
）
の
整
備
を
早
期
に
進
め
る
べ

き
で
は
。

　
　
　
学
校
の
体
育
館
は
、
体
育
の
授
業
や

　
　
　
部
活
動
、
入
学
式
等
の
式
典
、
全
校

集
会
や
学
園
祭
と
い
っ
た
学
校
行
事
な
ど
の

教
育
活
動
の
ほ
か
、
夜
間
や
休
日
に
は
開
放

施
設
と
し
て
市
民
に
貸
し
出
し
を
行
う
な

ど
、
活
用
状
況
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

　
体
育
館
内
は
、
近
年
の
猛
暑
に
よ
り
室
内

温
度
が
上
昇
し
、
授
業
や
部
活
動
と
い
っ
た

学
校
教
育
活
動
に
支
障
を
き
た
す
状
況
が
発

生
し
て
い
る
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て
は
使

用
時
間
等
を
工
夫
し
な
が
ら
調
整
を
図
り
対

応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
整
備
は
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
必
要
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
は
、
県
内
外
に
お
け
る
他
市
町
村
の
整

備
状
況
や
国
の
動
向
も
注
視
す
る
な
か
で
、

有
利
な
補
助
金
や
地
方
債
等
の
財
源
も
含
め

調
査
し
、
早
期
の
設
置
に
向
け
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

教
育
費
の
負
担
軽
減

　
　
　

教
育
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽
減
の

　
　
　

た
め
、
修
学
旅
行
費
へ
の
補
助
に

つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
現
在
本
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
経

　
　
　
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
要
保
護
世
帯
」
に
は
国
の
補
助
金
を
活

用
し
た
支
援
、
更
に
、「
準
要
保
護
世
帯
」

に
対
し
て
は
、
市
の
一
般
財
源
を
充
て
、

市
独
自
の
支
援
金
制
度
を
設
け
て
支
援
し

て
い
る
。

　
修
学
旅
行
費
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
負
担
と
行
政
の
支
援
の
在
り
方
を

含
め
、
現
行
の
支
援
策
と
合
わ
せ
て
総
合

的
に
検
証
し
、
国
や
県
の
動
向
、
他
市
町

村
の
支
援
状
況
等
を
踏
ま
え
、
調
査
、
研

究
を
し
て
い
く
。

　
　
　

給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
を
進
め
る

　
　
　
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
が
、
南

ア
ル
プ
ス
市
で
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
本
市
の
奨
学
金
制
度
に
は
、
給
付
型

　
　
　
の
「
南
ア
ル
プ
ス
市
小
林
愛
則
育
英

奨
学
金
」
と
、
貸
与
型
の
「
南
ア
ル
プ
ス
市

奨
学
金
」、
及
び
、
同
じ
貸
与
型
と
し
て
、

芦
安
地
区
に
住
所
を
有
す
る
生
徒
に
限
定
し

た
「
育
英
奨
学
金
」
の
三
つ
の
制
度
が
あ
る
。

　
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
運

用
財
源
の
確
保
、
給
付
の
基
準
設
定
や
公
平

性
の
担
保
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
現
在
は
難

Q

日本共産党南アルプス市議団

松野 昇平 議員

A

A Q

修学旅行費補助や給付型奨学金拡充など
教育費負担軽減策を

▲

他市町村の支援状況等を踏まえ、調査、研究をしていく。

近年の猛暑は深刻である。
早期に、体育館への空調設備を

▲

子どもたちの健やかな成長のために、早期の設置に向け、
　検討を進めていく。

QA

QA

近年の猛暑による教育現場への影響 
 

 

●令和６年、体育の授業中に熱中症の症状を訴えた大明

小５・６年生の児童１２人のうち６人が病院に救急搬送。 

●夏場の体育館での活動（体育の授業、学校行事、部活動）

について、全体の３分の１の学校で、活動量が減少。 

●市内生徒たちの声 
 

 

 

 

 

冷風機では広い体育
館で効果がない。 
行事などで密集する
時は非常に暑く、具合
が悪くなる人が出る。 
 

バレー部に所属。熱中
症ぎみになっている
部員を何人も見てい
る。暑過ぎて顧問の話
に集中できない。 

討議の焦点
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公
園
遊
具
の
安
全
性

　
　
　
場
所
に
よ
っ
て
は
公
園
遊
具
の
体
を

　
　
　
な
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
の

も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
市
の
所
見
は
。

　
　
　

神
社
境
内
地
等
に
整
備
さ
れ
た
小
さ

　
　
　

な
公
園
な
ど
は
、
総
代
会
や
地
元
関

係
者
等
が
管
理
し
て
お
り
、
市
が
把
握
で
き

て
い
な
い
公
園
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
公
園

は
、
ま
ず
は
公
園
管
理
者
か
ら
市
へ
申
し
出

を
い
た
だ
き
、
管
理
協
定
を
結
び
、
市
の
実

施
す
る
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理

を
支
援
し
て
い
る
。
今
後
も
、
公
園
の
安
全

性
の
確
保
に
努
め
、
子
供
た
ち
が
健
全
に
成

長
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
く
。

地域間交流の
重要な架け橋・
仮称 新鏡中条橋
の実現に向けて！

に
着
手
す
る
。」
と
長
崎
山
梨
県
知
事
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
、

大
型
商
業
施
設
の
開
業
に
よ
る
将
来
の
交
通

需
要
に
対
し
て
も
、
大
い
に
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。
今
後
、
本
市
が
ま
す
ま
す
発
展
し

て
い
く
た
め
の
「
重
要
な
懸
け
橋
」
と
な
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

　
　
　
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る

が
、
都
市
マ
ス
に
仮
称
新
鏡
中
条
橋
を
、
ど

の
よ
う
な
立
ち
位
置
で
織
り
込
ん
で
い
く
か
。

　
　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
、
災
害
時
に
お

　
　
　
け
る
防
災
力
の
向
上
な
ど
、
本
市
の

将
来
的
な
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
広
域
的

な
道
路
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

仮
称 

新
鏡
中
条
橋
の
整
備

　
　
　
仮
称 

新
鏡
中
条
橋
の
整
備
は
、
都

　
　
　
市
機
能
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
防
災

機
能
の
面
に
お
い
て
も
、
大
い
に
寄
与
す
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
、
こ

の
点
に
お
い
て
市
と
し
て
の
認
識
は
。

　
　
　

昨
年
９
月
の
山
梨
県
議
会
定
例
会
に

　
　
　
お
い
て
、「
釜
無
川
周
辺
の
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
つ
い
て
、
交
通
需
要
の

増
大
に
対
し
、
釜
無
川
を
渡
る
新
た
な
道
路

の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
市
町
が
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映
し
、
都
市
計
画
道

路
に
位
置
付
け
、
具
体
的
な
ル
ー
ト
や
構
造

の
検
討
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の
概
略
設
計

QA

「支援事業」周知
の拡大について

者
が
増
加
し
、
申
請
者
も
、
令
和
４
年
度

の
31
件
か
ら
令
和
５
年
度
は
、
57
件
に
増

加
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
制
度
の
周
知
徹
底
に
努
め
、

事
業
成
果
を
継
続
的
に
検
証
し
て
い
く
。

 

「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
の
周
知

　
　
　
令
和
４
年
３
月
の
一
般
質
問
に
お

　
　
　
い
て
、
本
市
に
お
け
る
制
度
拡
充

等
に
つ
い
て
、
伺
っ
た
が
、
そ
の
後
の
実
施

状
況
お
よ
び
成
果
等
は
。

　
　
　
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
は
、
結

　
　
　
婚
に
伴
う
新
生
活
の
費
用
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
本
市
の
少
子
化
対
策
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
共
に
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
繋
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
施
し
て
い
る
事

業
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
度
に
は
、
所
得
制
限
を
５
百

万
円
未
満
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
で
対
象

QA

QA
　

現
在
策
定
中
の
「
南
ア
ル
プ
ス
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
も
、
本
市

の
都
市
計
画
に
お
け
る
非
常
に
重
要
な
路
線

と
し
て
位
置
付
け
て
い
く
。

　
　
　
仮
称 

新
鏡
中
条
橋
の
実
現
に
向
け
、

　
　
　
県
や
近
隣
市
町
と
協
力
・
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
は
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　
　

ま
ず
は
、
山
梨
県
に
よ
っ
て
今
後
実

　
　
　
施
さ
れ
る
概
略
設
計
に
基
づ
き
具
体

的
な
ル
ー
ト
を
検
討
し
、
本
市
を
含
む
関
係

市
町
が
都
市
計
画
道
路
に
位
置
付
け
て
い

く
。
引
き
続
き
、
山
梨
県
お
よ
び
関
係
市
町

と
連
携
を
深
め
、
早
期
実
現
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

QA

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題 質問の主題

新政南アルプス

三木 充 議員
新政南アルプス

保坂 健 議員
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一般質問一般質問一般質問

　
　
　

子
ど
も
の
意
見
や
考
え
を

　
　
　
聞
き
、
拾
い
上
げ
る
仕
組

み
を
作
る
た
め
、
子
ど
も
に
最
善

と
な
る
事
業
を
庁
内
の
関
係
部
局

と
連
携
し
、
次
世
代
を
担
う
「
こ

ど
も
」
に
必
要
な
政
策
の
企
画
・

立
案
を
始
め
る
。
ま
た
、
保
育
所
・
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館
施
設
の
維
持
や
整
備

等
、
受
入
体
制
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
。

交
流
拠
点
と
し
て
拡
充
し
、
小
中
学
生
や
、

こ
ど
も
連
れ
の
親
子
の
居
場
所
と
な
る
取
り

組
み
を
進
め
な
が
ら
、子
ど
も
と
向
き
合
い
、

子
ど
も
の
成
長
を
通
じ
て
希
望
と
喜
び
が
感

じ
ら
れ
る
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
す
る
。

コミュニティ
タクシーの
AI化について

改
め
て
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
市
で
は
ど
の
よ
う
な
研

　
　
　
究
を
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
な

ぜ
早
期
の
実
現
が
困
難
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　

櫛
形
西
地
区
の
運
営
を
参
考
に
し

　
　
　
な
が
ら
先
進
事
例
や
近
隣
市
町
の

視
察
を
行
い
、
研
究
し
て
き
た
が
、
櫛
形

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
Ａ
Ｉ
化

　
　
　
市
民
か
ら
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

　
　
　
の
導
入
を
望
む
声
を
多
く
い
た
だ
い

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
Ａ
Ｉ

化
や
他
地
域
（
交
通
空
白
地
域
）
で
の
導
入

に
向
け
た
施
策
の
現
状
と
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
　
　

市
で
は
、
令
和
５
年
度
に
市
民
や

　
　
　
交
通
事
業
者
な
ど
関
係
者
と
の
協

議
を
重
ね
、
南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
公
共
交

通
計
画
を
策
定
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

も
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
つ
い
て
研
究

し
て
き
た
が
、
早
期
の
実
現
は
困
難
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
結
果
も
踏
ま
え
、

QA

こどもたちの成長
を通じて希望と
喜びが感じられる
まちを目指す

ま
た
「
こ
ど
も
版
総
合
計
画
」

を
作
成
し
学
校
の
授
業
の
中
で

も
活
用
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
・
こ
ど
も
政
策
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

取
り
組
み
を
図
り
、
次
世
代
の

こ
ど
も
若
者
た
ち
の
「
南
ア
ル
プ
ス
市
で
暮

ら
す
こ
と
の
満
足
度
」
の
向
上
に
努
め
る
。  

こ
ど
も
応
援
部
の
設
置
と
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
　
　
新
た
に
設
置
す
る
「
こ
ど
も
企
画

　
　
　
担
当
」
の
業
務
内
容
は
。
ま
た
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
企
画
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
か
。

こ
ど
も
若
者
育
成
推
進
施
策

　
　
　
こ
ど
も
基
本
法
の
制
定
に
よ
り
、　

　
　
　
こ
ど
も
・
若
者
の
権
利
と
し
て
社

会
参
画
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。
次
世

代
を
生
き
る
こ
ど
も
・
若
者
た
ち
が
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
し
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で
暮

ら
す
こ
と
の
満
足
度
を
高
め
る
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

18
歳
か
ら
29
歳
の
幸
福
度
は
６
・
４

　
　
　

点
と
市
民
全
体
の
平
均
値
（
６
・
８

点
）
と
比
較
し
、
特
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
こ
ど
も
若
者
世
代
の
幸
福
度
が
平
均

を
７
・
０
点
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
施
策
を

展
開
す
る
。

QA

西
地
区
の
よ
う
な
地
域
が
主
体
と
な
っ
た

組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　
　
　
市
で
は
、Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

　
　
　
の
導
入
実
現
に
向
け
て
今
後
ど
の

よ
う
に
調
査
研
究
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
公
共
交
通
計
画

　
　
　

の
基
礎
資
料
や
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
実
績
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用

実
績
な
ど
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
地
域
の
現

状
を
整
理
し
、
運
行
方
法
や
利
用
状
況
を
検

証
し
て
、
市
民
・
交
通
事
業
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
を
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

  

・
芦
安
山
岳
館
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

QAQ

櫛形西地区で運行している
コミュニティタクシー
「そよかぜ号」

QA

質問の主題 質問の主題

新政南アルプス

藤田 亜由未 議員
新政南アルプス

清水 麻里 議員

A
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少子高齢社会に
おける若年労働力
の確保対策

本
市
の
定
住
外
国
人

　
　
　

近
年
、
本
市
に
お
い
て
定
住
外
国
人

　
　
　

が
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
在
留
資

格
別
の
実
態
は
。

　
　
　

本
市
の
在
留
外
国
人
の
総
数
は
１
千

　
　
　

５
１
５
人
、
そ
の
在
留
資
格
の
内

訳
は
、
永
住
許
可
を
受
け
た
永
住
者
が
７

２
３
人
、
次
い
で
技
能
実
習
生
が
１
９
０

人
、
日
系
三
世
等
の
定
住
者
が
１
５
４
人

と
続
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
近
年
は
毎
年

１
０
０
人
以
上
の
伸
び
で
推
移
し
て
い
る
。

　
　
　

本
市
に
お
い
て
国
際
交
流
協
会
が
多

　
　
　

文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

本
市
の
若
年
労
働
力
確
保
の

取
り
組
み

　
　
　

全
国
的
に
労
働
力
不
足
、
特
に
若
年 

　
　
　

労
働
力
不
足
が
深
刻
で
あ
る
、
こ
れ

に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

本
市
で
は
、
若
年
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー

　
　
　
チ
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
労
働
人
口
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
若
者
を
は
じ
め
、
外
国
人
、

高
齢
者
と
い
っ
た
多
様
な
労
働
力
の
確
保

に
向
け
た
支
援
に
努
め
て
い
く
。

QA

未来を見据えた
本市の交通政策
について

の
よ
う
な
計
画
で
あ
る
か
。

　
　
　

予
定
し
て
い
る
交
通
ハ
ブ
拠
点
は
、
　

　
　
　
「
も
っ
と
ツ
ナ
ガ
ル
」を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
、
人
と
人
、
人
と
地
域
が
繋
が
っ
て

い
く
よ
う
な
施
設
を
目
指
し
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
接
続
を
は
じ
め
、
路
線

バ
ス
や
高
速
バ
ス
、
将
来
的
に
は
リ
ニ
ア
新

駅
や
県
内
拠
点
へ
の
シ
ャ
ト
ル
便
の
接
続
な

ど
に
よ
り
、
市
民
や
来
訪
者
の
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
本
市
の
観
光
や
交

流
に
関
す
る
情
報
発
信
機
能
お
よ
び
民
間
活

力
に
よ
る
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
検

討
を
進
め
、
ｆ
ｕ
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
南
ア
ル
プ
ス

の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
は
２
つ
目

市
の
交
通
政
策

　
　
　

本
市
が
便
利
で
安
全
な
ま
ち
で
あ
る

　
　
　

た
め
に
は
充
実
し
た
交
通
体
系
が

必
須
で
あ
る
。
ｆｕ
ｍ
ｏ
ｔ
ｔｏ
南
ア
ル
プ

ス
内
に
来
年
以
降
、
整
備
が
予
定
さ
れ
て

い
る
ハ
ブ
機
能
を
備
え
た
交
通
拠
点
は
ど

Q

と
な
る
道
の
駅
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　

こ
の
交
通
ハ
ブ
拠
点
で
生
ま
れ
る
利

　
　
　

便
性
を
市
民
の
皆
様
に
も
実
感
し
て

い
た
だ
く
べ
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

用
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
方
向
性
や
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、ｆ
ｕ
ｍ

　
　
　
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
南
ア
ル
プ
ス
へ
令
和
７
年

６
月
か
ら
３
号
車
の
甲
西
・
若
草
線
と
４
号

車
の
櫛
形
・
白
根
線
の
２
路
線
を
乗
り
入
れ

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
コ
ス
ト
コ
開
業
に
伴
う
市
の
施
策
に
つ
い
て

・
市
の
下
水
処
理
に
つ
い
て

　
　
　

本
市
で
は
国
際
交
流
協
会
に
対
し
て
、

　
　
　

人
件
費
・
運
営
費
を
助
成
し
、
活
動

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
に
在
住
さ
れ

て
い
る
外
国
の
方
々
に
向
け
て
、
日
本
語
教

室
や
日
本
語
サ

ロ
ン
を
開
催
し

て
い
る
。

　

本
市
に
住
む

外
国
の
方
々
が

安
心
し
て
暮
ら

し
活
躍
で
き
る

よ
う
協
会
と
共

に
多
文
化
共
生

社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
。

QA

Q

A

A

fumotto 南アルプス

市国際交流協会交流会

Q

A

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題 質問の主題

躍進会

飯久保 貴 議員
躍進会

吉松 大樹 議員
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在宅血液透析
患者に経済的
負担の軽減策を

　
　
　

近
年
血
液
透
析
は
、
医
療
機
関
で

　
　
　
実
施
す
る
施
設
血
液
透
析
に
加
え
、

在
宅
血
液
透
析
療
法
が
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

在
宅
血
液
透
析
を
選
択
し
た
患
者
の
方

か
ら
は
、
施
設
血
液
透
析
と
比
べ
、
患
者

血
液
透
析
患
者
に
対
す
る

在
宅
福
祉
事
業
の
増
進

　
　
　

血
液
透
析
の
多
く
は
医
療
機
関
で
行 

　
　
　

わ
れ
て
い
る
が
、
数
年
前
よ
り
自
宅

で
血
液
透
析
を
行
う
こ
と
で
、
本
人
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ(

生
活
の
質)

を
向
上
さ
せ
る
治
療
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
在
宅
で
の
血
液
透
析
に
は
機
器

を
作
動
さ
せ
る
た
め
に
多
量
の
水
と
電
気
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
費
用
が
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

在
宅
血
液
透
析
患
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
に
助
成
金
支
給
制
度
を
提
案

す
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Q

防犯灯の
LED化問題

　
　
　

防
犯
灯
の
総
数
は
令
和
６
年
11
月

　
　
　
現
在
で
９
千
６
０
０
基
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
５
千
４
８
０
基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ

て
お
り
、
蛍
光
灯
は
４
千
１
２
０
基
と
な
っ

て
い
る
。

　

蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
場
合
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
は
約
１
億
３
千
万
円
の
費
用
を
要
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
蛍
光
管
型
防

　
　
　

犯
灯
を
市
の
財
産
に
移
行
し
、
市

が
２
０
２
７
年
ま
で
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

早
急
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
必
要
で
あ
る

　
　
　
と
認
識
し
て
い
る
が
、
蛍
光
管
型

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
　
　

蛍
光
灯
の
製
造
と
輸
出
入
が
２
０
２

　
　
　

７
年
末
ま
で
に
禁
止
さ
れ
る
問
題

を
市
長
は
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　

蛍
光
灯
の
製
造
・
輸
出
入
に
つ
い
て

　
　
　
は
、「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
第

５
回
締
約
国
会
議
」
に
よ
り
２
０
２
７
年
末

か
ら
一
般
照
明
用
蛍
光
灯
の
製
造
・
輸
出
入

を
禁
止
す
る
決
定
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
早

急
な
対
応
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

現
状
で
の
防
犯
灯
の
総
数
、
蛍
光
灯

　
　
　

の
基
数
、
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

た
時
の
予
想
金
額
は
。

QA

防
犯
灯
を
市
の
財
産
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

実
施
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
経

過
を
踏
ま
え
る
と
公
平
性
の
観
点
か
ら
現

状
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
２
０
２

７
年
ま
で
に
３
年
あ
る
の
で
色
々
な
方
法

を
検
討
し
、
２
０
２
７
年
問
題
に
備
え
ざ

る
を
得
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

自
身
の
ペ
ー
ス
で
透
析
の
回
数
や
時
間
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
、
合
併
症
へ
の
不
安

が
少
な
く
、
更
に
食
事
お
よ
び
水
分
の
制

限
が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
負
担
軽

減
に
よ
り
生
活
の
質
の
向
上
を
実
感
し
て

い
る
と
の
声
を
、
聞
い
て
い
る
。

　

一
方
で
、
在
宅
血
液
透
析
を
行
う
た
め
に

は
、
透
析
装
置
稼
働
に
係
る
電
気
料
お
よ
び

水
道
料
の
費
用
が
か
さ
む
と
も
伺
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
在
宅
血
液
透
析
に
よ
る
生
活
実

態
を
更
に
把
握
し
た
上
で
、
患
者
の
生
活

の
質
の
向
上
お
よ
び
社
会
参
加
促
進
の
観

点
か
ら
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

AQ

Q

AA

一般質問一般質問一般質問

質問の主題 質問の主題

かがやき21

名取 常雄 議員
公明党

齊藤 博明 議員

LED 灯タイプの防犯灯
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模
な
事
業
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
が
利
用
す

る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
の
で
事
業
の
進
捗
に

合
わ
せ
て
、
広
く
事
前
周
知
が
図
ら
れ
る
よ

う
山
梨
県
に
要
望
し
て
い
く
。

市
職
員
の
待
遇
向
上

　
　
　
豊
か
な
職
場
環
境
を
作
る
た
め
市

　
　
　
職
員
の
働
き
方
改
革
や
待
遇
向
上

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　
　
　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
や
育
児
・

　
　
　
介
護
休
業
法
の
施
行
な
ど
に
合
わ

せ
、
今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

職
員
の
待
遇
向
上
に
必
要
な
制
度
の
見
直

し
を
実
施
し
て
い
く
。

地域防災、
小笠原橋、
市職員の待遇
について

担
っ
て
お
り
地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
組
織
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
消
防
団

の
必
要
性
や
存
在
意
義
等
の
周
知
を
図
り

な
が
ら
、
団
員
確
保
に
努
め
る
。

小
笠
原
橋
架
け
替
え

　
　
　
小
笠
原
橋
架
け
替
え
は
沿
線
住
民
や

　
　
　
施
設
の
移
転
を
伴
う
事
か
ら
市
民
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
業
で
あ
る
の
で
、

進
捗
状
況
等
、
し
っ
か
り
と
市
民
に
周
知
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　
　
　

小
笠
原
橋
架
け
替
え
事
業
は
、
橋
梁

　
　
　

の
架
け
替
え
の
ほ
か
、県
道
の
拡
幅
、

滝
沢
川
護
岸
の
改
修
工
事
と
合
わ
せ
た
大
規

地
域
防
災

　
　
　
地
域
防
災
に
と
っ
て
消
防
団
員
は
必

　
　
　
要
不
可
欠
な
存
在
だ
が
、
団
員
数
が

減
少
し
て
い
る
中
で
消
防
団
の
役
割
、
存
在

意
義
、
あ
り
方
等
市
の
見
解
は
。

　
　
　

消
防
団
は
日
頃
か
ら
地
域
防
災
力

　
　
　
の
中
核
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を

QA

A

かがやきセンター
天井の剥離の
問題は

Q

会
場
地
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
未
確
定

の
状
況
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
本
市
に
お

い
て
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を
実
施
す
る
場
合
は
、

現
時
点
で
は
、
白
根
高
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
ホ
ッ
ケ
ー
に
関
わ
る
方
よ
り
「
ホ
ッ

　
　
　
ケ
ー
の
強
化
に
力
を
注
ぎ
た
い
の
だ

が
、
自
由
に
練
習
す
る
場
所
が
な
い
。」
と

の
声
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

基
本
的
に
は
、
既
存
施
設
の
有
効

　
　
　

活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
令
和
14
年
に
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

　
　
　
本
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
。
本
市
（
当
時
は
白
根
町
）
は
、
昭

和
61
年
の
か
い
じ
国
体
の
時
に
ホ
ッ
ケ
ー
種

目
が
決
定
し
、
会
場
と
し
て
白
根
中
央
公
園

を
使
用
し
た
。

　
令
和
14
年
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
も
か

い
じ
国
体
時
同
様
、
ホ
ッ
ケ
ー
種
目
の
開
催

が
予
想
さ
れ
る
。
会
場
も
同
様
に
白
根
中
央

公
園
が
考
え
ら
れ
る
が
、
会
場
地
と
し
て
、

今
後
整
備
等
を
行
う
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
　

開
催
競
技
予
定
種
目
の
決
定
は
、　

　
　
　
令
和
７
年
度
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

か
が
や
き
セ
ン
タ
ー

　
　
　
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー
の
天
井
の
パ
ネ 

　
　
　
ル
が
剥
が
れ
落
ち
て
い
る
が
、
市
で

は
こ
の
現
状
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　

令
和
５
年
１
月
に
吹
抜
け
上
部
の
表

　
　
　

面
材
の
一
部
の
層
が
剥
が
れ
た
た

め
、
部
分
除
去
を
実
施
し
た
。
剥
が
れ
落
ち

た
部
分
が
な
ぜ
そ
こ
だ
け
に
集
中
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
設
計
、
そ
れ
か

ら
管
理
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
外
部

の
有
識
者
の
意
見
を
求
め
る
中
で
、
必
要
に

応
じ
て
法
的
な
判
断
を
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

QA

A Q

A QA Q

消防団の消防車

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題 質問の主題

未来創政の会

秋山 浩志 議員
かがやき21

小林 敏徳 議員
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一般質問一般質問一般質問

の
延
長
な
ど
、
主
要
交
差
点
四
箇
所
の
改
良

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

　

更
に
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、
ｆ
ｕ
ｍ
ｏ

ｔ
ｔ
ｏ
南
ア
ル
プ
ス
内
に
約
２
３
０
台
分
の

臨
時
駐
車
場
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
生
活

道
路
と
の
す
み
分
け
を
図
る
た
め
の
案
内
看

板
を
設
置
し
た
。

　

今
後
は
、
開
業
に
向
け
て
、
出
店
企
業
に

よ
る
計
画
的
な
誘
導
や
交
通
誘
導
員
の
配

置
、
店
舗
の
営
業
時
間
の
調
整
を
促
す
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
様
や
市
内
の
工
業
団
地
等
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

先
日
開
業
し
た
滋
賀
県
や
福
岡
県
の
店
舗

は
、
本
市
よ
り
も
大
き
な
商
圏
だ
が
、
開
業

コ
ス
ト
コ
周
辺
の
渋
滞
対
策

　
　
　

令
和
７
年
春
開
業
予
定
の
コ
ス
ト
コ

　
　
　

周
辺
に
つ
い
て
、
幹
線
道
路
や
生
活

道
路
の
渋
滞
対
策
や
安
全
対
策
は
。

　
　
　

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

　
　
　

省
、山
梨
県
、
ネ
ク
ス
コ
中
日
本
、

警
察
と
の
協
議
体
を
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
対
策
と
し
て
、
ｆ
ｕ
ｍ
ｏ
ｔ

ｔ
ｏ
南
ア
ル
プ
ス
外
周
へ
の
周
回
道
路
の
整

備
や
複
数
の
出
入
口
の
設
置
を
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
専
門
家
に
よ
る
交
通
分
析
を
行
い
、

関
係
機
関
と
の
協
議
に
よ
り
、
右
折
レ
ー
ン

QA

時
の
一
時
的
な
混
雑
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大

き
な
混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　

開
業
に
向
け
て
最
大
限
の
対
策
を
講
じ
、

開
業
後
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
南
進
道
路

の
整
備
等
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
生

活
に
支
障
が
及
ば
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

多くの来客が見込まれている、この春
開業予定のコストコ南アルプス倉庫店

請願の審査
　今定例会では、１件の請願がありました。

所管委員会での審査並びに本会議において、

全会一致で採択し、市議会から国の関係機関

に意見書を提出しました。

　「持続可能な学校の実現をめざす」
実効性ある学校の働き方改革、
長時間労働是正を求める
意見書採択の請願について

  概  要

　今、学校現場は、教員希望者の減少に加え、

病気休職者の増加や早期退職者の増加など、

深刻な教職員不足により子どもたちの学びに

大きな支障を及ぼしている。

　国においては、持続可能な学校の実現と子

どもたちのゆたかな学びの保障のため、学校

の長時間労働是正に資する政策実行を求める。

　学校の働き方改革推進のため、以下の
事項を実施すること。
１．教職員の負担軽減をはかる観点から、国

　　として具体的業務削減策を示すこと。

（１）部活動の地域移行をさらにすすめること。

（２）「カリキュラム・オーバーロード」の実

　　態にあることから、学習指導要領の内容

　　の精選やそれに伴う標準授業時数の削減

　　等を行うこと。

２．教職員定数改善を実施すること。

３．自治体での取り組みが確実にすすむよう、

　　人の配置・確保も含め、推進のための必

　　要な財源確保等を行うこと。

４．教員のいのちと健康が守られる法制度の

　　整備をはかること。

５．今後、勤務実態調査を行った上で、その

　　結果に基づき必要な措置を講ずること。

コストコ開業に
向け、万全の
渋滞対策を

質問の主題

日本共産党南アルプス市議団

河阪 悠 議員
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編集後記
　南アルプス市議会の第７期議会活動が始まりました。議会だよりの編集は「開かれ
た議会」を中心とした議会改革の一環として新設した広報広聴委員会広報部会が担う
こととなりました。
　これからの議会だよりでは市民の皆様が知りたいことや言いたいこと等、議会活動
内容を通してお伝えしたいと思います。
　さて昨年、議会の最も重要である議会基本
条例が制定されました。この条例には議員や
議会が為すべきことが示されています。つま
り、市民の皆さんから条例に基づいた行動が
とられているか監視されていることになりま
す。議会として議員として常に議会基本条例
を規範として活動したいと思います。

部会長／飯野 久　    副部会長／飯久保 貴
委　員／吉松 大樹、清水 麻里、河阪 悠、秋山 浩志、相川 宗仁、  
　　　　村松 三千雄、小池 伸吾、齊藤 博明、小林 敏徳

広報広聴委員会
広報部会

みなさんの傍聴をお待ちしております！
事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第１回定例会の会期予定
2月21日…………………本会議（初日）

  2月25日 ～28日…………………委員会

  3月    5日 ～  6日……… 代表・一般質問

  3月    7日 ～ 13日…………………委員会

   3月18日………………本会議（最終日）
※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式 
　に決定されます。（日程が変更になる可能性
　があります。）

●第４回定例会の傍聴者数：47人
※報道関係者13人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　百々地区の入倉と申します。昨年11月に行われた市議会議員選挙について、思うところがあり

寄稿致しました。自身も若い頃から選挙に関心があったわけではありませんが、年を重ねるにつれ、

世の中の不透明さや老後、公共面について考えるようになり、候補者の言葉に耳を傾けるように

なりました。様々な立場からそう考える方も増え、投票率も上がるのでは？と思っていたところ、

50％に満たない投票率に驚きました。政治に無関心でも無関係ではいられません。どんな制度も

政治によって決まります。未来を託せる候補者に 1 票を投じ、意見を反映してもらうためにも、

市民として投票すべきではないでしょうか！新しく当選された議員の皆さん、投票率が上がり、

少しでも政治に興味を持つ人が増えるような政策など、市への提言並びに実行を期待しています。
入倉  浩二 さん
（地区／百々）

塩釜 さつき さん
（地区／下市之瀬）

　南アルプス市で生まれ育ち四十数年。中学のボランティア活動で高齢者施設を訪問し、介護福

祉士という職業を知りました。介護に関わり二十年以上経ちますが、奥深さとやりがいに魅了され、

ケアマネージャーとして市内で働いています。私が関わらせていただいている方々は、持病や認

知症などで生活にケアが必要ですが、強い心と素敵な笑顔をお持ちです。

　ケアを必要としている方々の生活には、行政を中心に様々な職業が関わっています。市内の医

療機関や介護事業所、タクシー会社や救急隊など、プロ意識が高いだけでなく、優しい言葉を掛

けて下さる方が多いように感じます。これからも、不安に寄り添い、必要な制度の更なる充実で、

住んで良かった、老後も住み続けたいと思える南アルプス市であってほしいです。

市民から  ひ・と・こ・と 募集中

　【提出先】

〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
 FAX：055-282-6459

市議会に対するご意見やご感想を
お気軽にお寄せください。


